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日本地球惑星科学連合 2021年大会（Japan 
Geoscience Union Meeting 2021）は 2021 年 5
月 30日（日）～ 6月 6日（日）の 7日間に、
昨年に続き完全オンラインで開催された。当初

は現地開催とのハイブリッド形式が予定された

が変更された。参加者数は 6000人を優にこえ
（登録者 6553名）、例年（2019年まで）の 7000
～ 8000名よりは大きく減ったものの、コロナ
禍で初のオンライン開催となった昨年の 5993
名を上回り、かなり盛況だったといえよう。科

学論（科学史・科学哲学・科学技術社会論）セッ

ションは、14年目であり、2021年 6月 6日（日）
17：15～ 18：30（コアタイム）オンラインで
下記のポスター 5件の発表を行った。

１．矢島道子「日本の女性地球科学者の嚆矢」

以前から日本の女性地球科学者について調査

を進めていたが、ウェーゲナー『大陸と海洋の

起源』岩波文庫の共訳者紫藤文子について新し

い知見が得られたので、その概要を発表した。

紫藤は 1953年熊本大学卒（新制 1期）、東京大
学地質学科修士課程をへて、1858年、「中部阿
武隈地域における勿來および入遠野地方の深成

岩類と変成岩類の岩石学的研究」で理学博士を

東京大学から取得した最初の女性であった。昭

和 23年第五高当学校は熊本大学第五高等学校
となり、男女共学ということで、初めての女性

入学者、岡村英子・安永道子・紫藤文子・安成

和子の四人が入学した。したがって、紫藤は五

高入学、熊本大学卒業となる。また、地球科学

で地質学の博士号を取得した最初の女性であっ

た。紫藤の生年は 1931年で、2018年に没して
いたこともわかった。

２．林衛「原発震災裁判における地球科学的証

拠の認定 2―「国の責任」なしは科学的か」

東電刑事裁判判決（2019年 9月 19日東京地
裁）では、経営陣が津波可能性を認識（予見）

していた事実が認定されたといってよい。しか

し、地震本部の長期評価は根拠が弱く信頼でき

ないとし、東京地裁は経営陣を無罪とした。他

方、原発賠償千葉訴訟東京高裁判決（2021年 2
月 19日）では、長期評価の「発生領域の評価」
「発生確率の評価」の信頼度が「やや低い（C）」
とされていた点について、これは過去の地震

データが少ないことによるものであり、長期評

価の基礎となっている科学的知見の信頼性が低

いことを理由とするものではないとした。つま

り、根拠となる事実から示される蓋然性は無視

できない＝原発過酷事故防止という目的のため

に信頼するに足ると判断したのだといえる。

近年、日本の科学技術社会論者のなかでは、

低線量被曝や原発過酷事故に関する科学的事実

をあいまいにする目的で軽水炉開発者の A. ワ
インバーグが 1970年代に語った「トランスサ
イエンス論」を流行らせる動きがあった。いき

すぎたポストモダンに警鐘を鳴らす歴史家や環

境倫理学ほかによる事例・問題提起とあわせ、

科学的蓋然性を軽視する非科学的態度の問題

性・自覚重要性を昨年発表に続き、確認したい

（複数の科研費助成を受けた成果である）。

予稿・資料は、富山大学学術リポジトリにて
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公開（http://hdl.handle.net/10110/00020841）。

３．青木滋之「ウィルキンスの月世界論」

ジョン・ウィルキンス（1614–1672）は、17
世紀にロンドンやオックスフォードを中心に活

躍した polymath（万能学者）である。現存す
る最古の科学学会である王立協会のもとになっ

た、オックスフォードの実験哲学クラブを

ウォーダムコレッジ（Wadham College）で主
催したほか、イギリスに初めてコペルニクス主

義を導入したことで著名である。本発表では、

『月での新世界の発見』（1638）を読み解き、当
時 “ ハビタブル ” という概念がどのように扱わ
れ、どのような経緯や背景でそうした（当時と

しては大変）大胆な主張へと至ったのかを検討

した。この著作の中でウィルキンスは、「地球

にとっての月は、月にとっての地球である」と

いう対称的な思考を展開し、最終的に、月はハ

ビタブルな世界だという大胆な推理を展開し

た。あまり知られていない著作ではあるが、イ

ングランドにコペルニクス主義を導入し、さら

に地球以外のハビタブルな世界にまで我々の認

識を広げた、とてもユニークな著作である。

４ ．山田俊弘「科学の大衆化と地権力――1920
年代の新城新蔵における宇宙進化・中国・仏教」

従来、新城新蔵の業績については、20世紀
天文学史、日中文化交流史、東洋天文学史研究

の個別の領域で評価されてきたのに対し、本発

表では、こうした領域間の関連性を、「科学の

大衆化」と「地権力」というキーコンセプトか

ら読み解いて、とりわけ 1920年代を中心とす
る諸活動の意義に新しい光を当てようとした。

ドイツ留学後の新城は、京都帝大で「宇宙物理

学」の制度化を進める一方、「宇宙進化論」を

啓蒙する活動に取り組んだ。ここで注意すべき

は「宇宙物理学 cosmic physics」概念には、天
文学だけでなく地学（地球物理や地質学）が含

まれていた点である。したがって、彼の「通俗

講義 Popular Lectures」では地球や生命の進化
を含んだ宇宙史的な内容が扱われるとともに、

1925年の『最近宇宙進化論十講』（龍谷大学出

版部）では仏教用語を取り入れて、大衆化が図

られている。ここには 1908年以降、文科大学
の東洋学者たちとの交流で開拓された中国古代

天文学史研究の成果も反映されていた。他方で、

この時期の中国は、外国人を招き積極的に地質

学をはじめとする科学的知識を貪欲に受け入

れ、発展期に入っていた。ここに孕まれるジオ

コズミックな意識の醸成とともに資源探査や地

政学的問題を含んだ地権力の問題を考慮に入れ

ることで、1930年代の新城の活動の意味をと
らえ直すことができる。

５．山本哲「日本初の女性気象学者」

日本初の女性気象学者と考えられた松尾喜代

子（1918–1997）について記述した。ただし講
演者は本発表も踏まえ、松尾を「気象学者」と

呼ぶことには慎重になっていることは付記して

おく。松尾は当時数少ない女性の理系高等教育

機関のひとつであった大阪府女子専門学校家政

理学科に 1935年入学、女性の手になる気象学
に関する初の卒業論文と見られる『気象と人生』

を提出し 1938年に卒業、ただちに中央気象台
大阪支台長の地震学者・和達清夫（1902–1995）
の助手となる。1939年から和達と共著の数編
の論文を発表、1941年の単独講演・単著論文
はいずれも日本の気象学において女性による最

初期のものである。短い期間に多くの成果を挙

げることができたのは優れた高等教育を受けた

こと、秀でた指導者に恵まれたためであろう。

1941年結婚退職後、夫の病死により 1944年出
身地和歌山で和歌山測候所に職を得て気象界に

戻り 1978年に気象庁和歌山地方気象台を退職
するまで気象技術者として防災気象行政事務に

従事する傍ら、多くの調査研究も行い、1976
年には気象庁初の女性課長に就任した。

本研究は JSPS科研費 JP20H00676の助成を
受けた。

冒頭で述べたように、2年続きのオンライン
開催になった今回は、発表プラットフォームが

昨年の iPosterから今年は Confitとまったく変
わり、発表資料のアップロードを当日より 2週
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間以上前に済ませる必要があるなど、毎年変更

される手順に対応するのは容易ではない。昨年

のようにデータが消失したり検索が難しくなっ

たりということはなかったが、e-posterはファ
イルを開いてみないと内容がわからず、一覧性

は昨年の方が勝っていた。ポスター発表のコア

タイムでは、討論する部屋を設定してくれた

（Zoomのブレイクアウトルームを利用した）
ので、発表者（の一人林の発表を除き）がお互

いに鋭く討論することができた。限られたコア

タイムで多くのポスターをまわるのは難しく、

聴講者からの質問や意見がなかったのは残念で

ある（とくに、2番目の林論文に割く討論時間
がほとんどとれず、上記公開サイト資料を利用

した議論が期待される）。休憩室として oVice
というシステムが利用されたが、操作が他のシ

ステムとまた異なり、人が集まるだけでも大変

で、議論を行うには制約があった。来年もおそ

らくオンラインで JpGUは開催されると思うの
で、より多くの地球科学者や科学史・科学論研

究者が科学論セッションに参加され、オンライ

ンの特徴を活かして連携と交流が図られること

を希望して、準備したいと思う。

 （青木滋之、矢島道子、山田俊弘、山本哲）




